
 

 

 

 

相手への理解を深める～道徳“ｱｲﾂとｾﾝﾄﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝﾃﾞｰ”～ 

 先週の道徳では、「相手の考えていること」をテーマに、異性の特

性や違いを正しく受け止め、一人の大切な存在として理解すること

について考えました。授業の最初に、異性の好きなところと嫌いな

ところを聞きました。どちらもユニークな意見が出され、おもしろ

いなと思いました。それから、「アイツとセントバレンタインデー」

という話を読みました。内容は次のようなものです。幼馴染の真一

と夏樹はつきあっていますが、真一は幼馴染の延長線のような感覚

をもっていました。バレンタインデーの日、真一は夏樹からチョコ

レートがもらえると当たり前のように思っていました。朝教室に入って引き出しの中を探る

と、そこにはメッセージカードとともにチョコレートが入っていました。夏樹からだと思っ

て見てみると、それはバスケットボール部の後輩からのものでした。先輩のことが好きだと

書かれてあるメッセージカードに動揺した真一は、チョコレートを友達に託し、返してもら

うことにしました。ほっと一安心と思っていた真一は、放課後の靴箱にメッセージカードが

入っていることに気付きます。それは夏樹からのもので、「さよなら」と書かれていました。

夏樹は、いつも自分の気持ちに正直で、真一のことが好きな気持ちを素直に伝えていました。

それに比べて真一は夏樹の気持ちを理解しようとせず、うわべだけでいた自分に気が付きま

す。自分の思いを伝えたい、と思った真一は夏樹に電話をします。「とにかく違うんだ。俺は

ね、好きなのはね、朝、お前の…」言いたいことが上手く伝えられない真一と、真一の狼狽

ぶりに少し気持ちが和らぐ夏樹…子どもたちは、二人の友だちになったとして、どんなアド

バイスを送るかを考えました。あるクラスで出た意見をキーワードにしてまとめると、「きち

んと、直接伝える・正しく判断する・素直になる・噂を信じない・想像力を働かす・相手の

ことを考える」になりました。異性について考えたことですが、これは人としてよい関係を

築くうえで大切にしなければいけないことなのだ、と感想を述べている人もいました。 

授業後の感想より… 

〇とても難しい話だと思った。関係性を保つには、素直に、謙虚に接していかなければいけ

ないと思った。「尊敬」しないといけないというのがあったけど、人の立場になって考えるこ

とが重要だと考えた。真一と夏樹のようにならないように、よく考えて行動したい。 

〇与謝野晶子さんが言われた「女に大切なものは男にも大切な筈である」という言葉を大切

にしたいと思いました。また「噂をすぐに聞き入れてはならない」という意見も大切にした

いと思います。判断力や想像力、素直さなども考えながら過ごしていきたいです。 

２年生の総まとめ！総合考査Ⅳが迫る！ 

 今週の金曜日が、総合考査Ⅳのテスト範囲の発表になります。１６日（金）が総合考査で

す。その前日１５日に、保健体育と技術家庭科のテストが行われます。学年末のテストにな

るため、どの教科も試験範囲が広くなります。先日、学習委員が学習計画表を配布してくれ

ました。計画的に学習が進められるようにと、２週間前から計画が立てられるようになって

います。また黒板には、「テストまで後〇〇日！」というカレンダーが登場しました。常にテ

ストが意識できるようにという委員の工夫です。３連休がありますが、毎日計画的に学習に

取り組めるように、学習委員会からの提案をしっかり活用してほしいと思っています。また、

９日（金）から放課後学習会「スマイルタイム」もありますので、積極的に参加してほしい

と思います。 

スマイルタイム実施日：９日（金）、１３日（火）、１４日（水） 
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